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2021 年 2 月 15 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

東
京
五
輪
・
パ
ラ
組
織

委
の
森
会
長
の
女
性
蔑
視

問
題
。「
12
日
に
な
っ
て

や
っ
と
辞
任
し
た
。
遅
す

ぎ
る
」「
辞
任
表
明
も
恨
み

節
で
反
省
が
な
い
」「
辞
め

る
森
氏
が
後
任
に
川
淵
三

郎
氏
を
指
名
す
る
な
ん
て

お
か
し
い
」「
世
論
の
反
発

を
受
け
、
後
任
人
事
は
白

紙
に
も
ど
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
12
日
、東
京
都
で
新
た
に

３
０
７
人
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
た
。
６
日
連
続
で

５
０
０
人
を
下
回
っ
た
」

「
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
80

人
と
26
％
を
占
め
た
」「
医

療
体
制
の
ひ
っ
迫
も
相
か

わ
ら
ず
続
い
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
製
ワ
ク
チ

ン
第
一
便
が
成
田
に
到
着

（
12
日
）。「
40
万
回
分
だ
」

「
一
瓶
で
６
回
と
し
て
い

た
の
が
５
回
し
か
打
て
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」「
厚

労
省
の
専
門
部
会
が
フ
ァ

イ
ザ
ー
製
を
承
認
し
た
」

「
17
日
か
ら
安
全
性
確
認

を
目
的
に
全
国
の
国
立
病

院
な
ど
１
０
０
カ
所
の
医

療
従
事
者
１
万
～
２
万
人

に
先
行
接
種
が
始
ま
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ジ
ャ
ン
プ
Ｗ
杯
で
、
高

梨
沙
羅
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
２
戦
で
連
続
優
勝
。「
一

時
勝
て
な
い
時
期
が
続
い

た
が
、い
ろ
い
ろ
努
力
、改

善
し
て
き
た
成
果
が
出

　

沖
縄
県
辺
野
古
の
米
軍

新
基
地
建
設
は
大
浦
湾
の

海
底
に
軟
弱
地
盤
が
見
つ

か
り
、
埋
め
立
て
工
事
が

進
ま
な
い
事
態
に
直
面
。

防
衛
省
は
県
に
設
計
変
更

を
申
請
し
ま
し
た
。
そ
の

耐
震
設
計
で
、
デ
ー
タ
の

偽
装
が
発
覚
し
ま
し
た
。

　

防
衛
省
は
２
０
０
９
年

２
月
８
日
の
地
震
観
測
記

辺
野
古
新
基
地
建
設

耐
震
デ
ー
タ
で
防
衛
省
が
偽
装

　
正
式
な
記
録
が
な
い
の
に
有
る
こ
と
に
し
て
設
計

録
を
も
と
に
耐
震
設
計
の

前
提
と
な
る
レ
ベ
ル
１
地

震
動
（
起
き
る
可
能
性
の

あ
る
地
震
に
よ
る
地
面
の

揺
れ
）
を
算
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
観
測
記
録
の

入
手
先
は
防
災
科
学
技
術

研
究
所
の
Ｈ
Ｐ
と
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
Ｈ
Ｐ
に

同
デ
ー
タ
は
掲
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
防
衛

科
研
に
よ
る
と
、
使
っ
た

の
は
地
震
発
生
直
後
の
一

定
期
間
だ
け
自
動
的
に
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
さ
れ
る
「
即
時

公
開
デ
ー
タ
」
と
の
回
答
。

こ
の
デ
ー
タ
は
ノ
イ
ズ
な

ど
が
含
ま
れ
る
た
め
品
質

チ
ェ
ッ
ク
の
な
い
も
の
で

す
。
正
式
な
記
録
が
な
い

の
に
有
る
こ
と
に
し
た
、

ま
さ
に
偽
装
で
す
。
信
頼

性
の
な
い
地
震
動
を
も
と

に
設
計
し
て
も
、
安
全
を

担
保
で
き
ま
せ
ん
。

　

軟
弱
地
盤
で
の
無
理
な

工
事
、
さ
ら
に
設
計
も
ず

さ
ん
。
新
基
地
建
設
は
即

刻
、
中
止
す
べ
き
で
す
。

森
会
長
に
よ
る
女
性
蔑
視
発
言

「
女
性
の
社
会
進
出
を
否
定
」

日
本
ス
ポ
ー
ツ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
会
執
行
部
が
声
明

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
学
会
執
行
部
は
４

日
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の

森
会
長
に
よ
る
女
性
蔑
視

発
言
に
関
す
る
「
緊
急
声

明
」
を
出
し
ま
し
た
。

　

声
明
は
、
森
氏
の
発
言

と
同
席
者
の
反
応
を
「
性

に
も
と
づ
く
差
別
が
日
本

の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
界
を

リ
ー
ド
す
べ
き
立
場
に
あ

る
組
織
に
蔓ま
ん
え
ん延
し
て
い
る

こ
と
の
現
れ
」と
指
摘
。発

言
は
「
客
観
的
な
証
拠
に

基
づ
か
ず
、
女
性
の
特
性

を
恣
意
的
に
作
り
上
げ
貶
お
と
し

め
る
も
の
で
あ
り
、
女
性

の
社
会
進
出
を
否
定
す
る

も
の
」
と
し
、
五
輪
憲
章

や
五
輪
ア
ジ
ェ
ン
ダ

２
０
２
０
、
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
報
告
書
、
国
連

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
の
理
念
や

方
針
、
条
項
の
い
ず
れ
に

も
反
す
る
と
批
判
し
て
い

ま
す
。

た
」「
ジ
ャ
ン
プ
台
や
風
の

変
動
も
押
さ
え
て
勝
て
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
素
晴

ら
し
い
」

コロナ過でも軍事費増額
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　
　

×　
　
　
　

×

　

テ
ニ
ス
全
豪
オ
ー
プ
ン
。

「
錦
織
選
手
が
12
年
ぶ
り

に
初
戦
で
敗
退
し
た
」「
大

坂
な
お
み
選
手
は
好
調

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

カ
ー
リ
ン
グ
。「
試
合
の

TV
放
映
を
２
時
間
も
見
て

し
ま
っ
た
」「
女
子
の
世
界

大
会
が
中
止
に
な
っ
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
チ
ー
ム

が
な
か
な
か
決
め
ら
れ
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

朝
日
杯
将
棋
オ
ー
プ
ン

戦
で
藤
井
聡
太
２
冠
が
３

度
目
の
優
勝（
11
日
）。「
三

浦
弘
行
九
段
を
下
し
た
」

「
今
期
の
公
式
戦
連
勝
を

14
に
伸
ば
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
梅
が
咲
き
始
め
た
」

「
梅
に
鶯
と
よ
く
言
う
が
、

い
わ
ゆ
る
鶯
色
を
し
た
鳥

　

日
本
労
働
弁
護
団
は
３

日
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
考
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
集

会
を
開
き
ま
し
た
。

労働時間把握・規制を
　労働弁護団集会
　テレワーク考える

　

労
働
弁
護
団
の
竹
村
和

也
事
務
局
次
長
が
報
告
。

「
使
用
者
は
労
働
者
の
同

意
な
く
テ
レ
ワ
ー
ク
を
命

じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

「
非
正
規
労
働
者
に
対
す

る
不
合
理
な
待
遇
差
は
違

法
」「
費
用
は
使
用
者
が
負

担
す
べ
き
」「
客
観
的
記
録

に
よ
る
労
働
時
間
の
適
正

把
握
と
規
制
が
必
要
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

労
働
組
合
な
ど
が
発
言
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

支
部
は
、「
在
宅
勤
務
が
９

割
に
広
が
っ
て
い
る
。
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
中
心
に
24
時

間
、
３
６
５
日
の
働
き
方

が
広
が
っ
て
い
る
」
と
報

告
し
、
成
果
主
義
や
自
己

責
任
化
と
の
た
た
か
い
が

重
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
竹

信
三
恵
子
さ
ん
は
ジ
ェ
ン

ダ
ー
視
点
か
ら
、
テ
レ

ワ
ー
ク
に
お
け
る
女
性
差

別
や
負
担
増
な
ど
の
問
題

を
指
摘
し
、「
労
組
を
通
じ

れ
ば
改
善
も
で
き
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
吉
良
よ

し
子
議
員
は
１
月
28
日
の

参
院
文
教
科
学
委
員
会
で
、

「
政
府
が
大
学
へ
の
基
盤

的
経
費
を
削
減
し
、
研
究

基
盤
を
壊
し
な
が
ら
、
運

用
損
の
リ
ス
ク
を
大
学
に

負
わ
せ
る
大
学
フ
ァ
ン
ド

を
創
設
す
る
な
ど
到
底
理

大
学
フ
ァ
ン
ド
法
批
判

コ
ロ
ナ
で
困
窮
し
た
学
生
へ
の

緊
急
支
援
を

　

吉
良
議
員
が
質
問　

参
院
文
科
委

解
で
き
な
い
」
と
指
摘
。

「
必
要
な
の
は
フ
ァ
ン
ド

へ
の
拠
出
な
ど
で
な
く
、

大
学
院
生
も
含
め
た
コ
ロ

ナ
で
困
窮
し
た
学
生
へ
の

緊
急
支
援
だ
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

　

政
府
は
大
学
フ
ァ
ン
ド

を
創
設
し
、
運
用
益
で
研

究
や
若
手
研
究
者
を
支
援

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

吉
良
氏
は
、
フ
ァ
ン
ド

の
支
援
対
象
が
一
部
大
学

に
と
ど
ま
り
、「
選
択
と
集

中
」
の
予
算
と
変
わ
ら
な

い
と
批
判
。「
成
果
を
求
め

る
予
算
配
分
に
よ
り
、
教

授
か
ら
学
生
ま
で
、
目
に

見
え
る
成
果
・
業
績
を
あ

げ
な
け
れ
ば
と
い
う
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
は
び
こ
っ

て
い
る
」
と
研
究
現
場
の

実
態
を
紹
介
。
ゆ
と
り
あ

る
研
究
環
境
確
保
に
む
け

た
予
算
配
分
に
改
め
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

「赤旗」に「アンビシャス賞」

　学術会議介入スクープ
　　北海道の市民団体

　

優
れ
た
報
道
を
市
民
の

側
か
ら
評
価
し
励
ま
す
こ

と
を
目
的
に
、
北
海
道
を

拠
点
に
活
動
す
る
市
民
団

体
「
メ
デ
ィ
ア
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
」（
代
表
＝
上
田
文

雄
・
前
札
幌
市
長
）
は
、

２
０
２
０
年
の
受
賞
作
を

発
表
し
ま
し
た
。
活
字
部

門
で
大
賞
に
次
ぐ
「
ア
ン

ビ
シ
ャ
ス
賞
」
に
、
菅
首

相
に
よ
る
日
本
学
術
会
議

の
会
員
候
補
任
命
拒
否
を

明
ら
か
に
し
た
「
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
」
の
ス
ク
ー
プ
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
初
め
て

受
賞
し
た
「
赤
旗
」
の
記

事
は
、「
菅
首
相
、
学
術
会

議
人
事
に
介
入
／
推
薦
候

補
を
任
命
せ
ず
／
安
保
法

批
判
者
ら
数
人
／
前
例
な

い
推
薦
者
外
し
」（
２
０
２

０
年
10
月
１
日
付
）
で
す
。

首
相
就
任
後
の
菅
氏
に
よ

る
恣
意
的
な
人
事
を
初
め

て
明
ら
か
に
し
、「
学
問
の

自
由
」
に
介
入
す
る
姿
勢

の
危
う
さ
を
指
摘
し
た
記

事
で
す
。

次
回
発
行
は
３
月
１
日

で
す
。

　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど
大
気

中
の
粒
子
状
物
質
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
症
や
重
症
化
を
促
す

可
能
性
が
あ
る
と
、
京
都

大
学
の
研
究
チ
ー
ム
が
米

科
学
誌
「
エ
ン
バ
イ
ロ
メ

ン
タ
ル
・
リ
サ
ー
チ
」
電

子
版
に
発
表
（
４
日
）。

　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
よ
る
大

気
汚
染
が
深
刻
な
地
域
で

PM2.5  感染促進か

　京大研究チーム

は
メ
ジ
ロ
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

さ
く
ら
の
開
花
予
想
。

「
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
は

東
京
は
３
月
18
日
と
発
表

し
た
」「
全
国
的
に
平
年
よ

り
も
早
い
」

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
や

死
者
が
多
い
と
報
告
さ
れ

て
お
り
、
マ
ウ
ス
の
実
験

で
仕
組
み
の
一
端
を
解
明

し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
表
面
に
あ
る
ス
パ
イ
ク

タ
ン
パ
ク
質
が
、
ヒ
ト
な

ど
の
細
胞
の
受
容
体
タ
ン

パ
ク
質
「
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
」
と

結
合
し
、
侵
入
を
促
す
タ

ン
パ
ク
質
「
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
Ｓ

Ｓ
２
」
の
働
き
で
細
胞
内

に
入
り
込
み
ま
す
。

　

実
験
の
結
果
、
酸
素
を

取
り
込
む
肺
胞
の
細
胞
で

Ａ
Ｃ
Ｅ
２
と
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
Ｓ

Ｓ
２
が
増
加
し
た
こ
と
が

分
か
り
、Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど

が
細
胞
へ
の
侵
入
口
を
広

げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い

る
可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し

た
。


